
 

 

令和８年（２０２６年）が始まって、１ヶ月が過
ぎました。 
１月から始まる３学期は、３年生は高校受験、

２年生は生徒会選挙、１年生は先輩になるため
の準備と、４月からの新しいステージで活躍す
るための準備、真っ最中です。 
でも、そんな時こそ意識しておかないといけ

ない事があります。 
それは、目先のことに追われていると大きな

失敗をしやすいということです。 

だから、いま集中するのは「何のため」なの
かという大きな視点でものごとを見ることを忘
れてはいけません。 
１年後、どんな自分になっていたら最高の１

年なのか、そのために今、何をすれば良いか、
今のやり方や方法で良いのか、具体的に何か
ら始めるのかなど、定期的に今の行動が目的
を果たすことに繋がっているのか点検しながら
取り組むことが大切です。 
はじめに言葉ありきです。 
何のために今、そこにエネルギーを注いでい

るのか、そのために、この１年をどんな年にして
いくのかを言葉やイメージにしてみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
“一年の計は元旦にあり”とも言われます。 
元旦とは１月１日の朝のことです。そこから、

事を成すには、まず始めに計画が大切だという
意味で使われたりします。 
一日なら朝、ひと月なら１日、一年なら元旦、

一生のことなら健康な身体や精神といった、始
まりや根本になるものが無いと軸が定まらず、う

まくいきにくいのです。 
そうは言っても、計画を立ててもうまくいかな

いことも多く、計画倒れの人や、まだ決めていな
い人もいると思います。 
でも、大切なことは、そこであきらめるのでは

なく、また今日から始めたり、新しい計画を立て
たりして前に進める行動です。 
うまくいかないことは当たり前と考えて、作戦

変更して再挑戦すればいいだけです。 
うまくいっているように見える人たちは、実際

は一番たくさん失敗した人たちだと言われてい
ます。 
まだ、今年は始まったばかりです。今日から

新しい計画を立てて、目標に向かって行きまし
ょう！ 

 
 
上郡消防署の方に避難訓練の様子を見て

いただいて、避難時に気を付けることや消火器
での初期消火について教えていただきました。 
避難訓練は毎学期、実施していますが、実際

に地震や津波、台風や大雨などの災害発生時
に、自分の身を守る行動を取れるようになるこ
とが目的です。そして、家族や友達、地域の方を
守れるよう、被災した時に落ち着いて行動でき
る人になってくれることを願っています。 
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阪神・淡路大震災から３１年目の日、有年小

学校の震災学習に合わせて自治会の皆さんの
協力で炊き出しボランティアの体験学習をさせ
ていただきました。 
大鍋を使った豚汁や災害時用の炊き込みご

はんを使ったおにぎりと綿菓子を作りました。 
炊き出し体験が初めて 

だった生徒たちも、自分た 
ちが作った食事をおいし 

そうに食べてくれる子ども 
や大人の姿を見て嬉しい 
気持ちになっていました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
次期生徒会役員を選ぶ生徒会選挙がありま

した。３名の立候補者は、有年中学校をどんな
学校にしていきたいか、それぞれの思いを熱く
語ってくれました。 
不安を消してくれるのは、一歩を踏み出す勇

気と行動です。 
立候補した 

３人と、選挙活 

動、立会演説 
会と選挙を成 
功させた、みん 
なの力があれ 
ば、次の１年も 
きっと大成功だと思います。 
次の１年間、有年中をよろしくお願いします。 

 

 
 
大学には、バイトじゃなくて、運送屋や焼き鳥

屋、貸しアパートなど、学生なのに、経営者とい
う人たちが何人もいた。 
彼らは日常業務以外にも集客や売り上げア

ップなど、大変な事はたくさんあるけれど、自分
なりの思いをもって、大学生活と仕事を両立さ
せていたのだ。 
それとくらべて自分は、バイトをしているといっ

ても親から仕送りもしてもらっていた。不甲斐な

さを感じながらも、そんな環境にいたことがきっ
かけで、「役に立つ仕事」とは、自分にできるこ
とで“誰かの問題を解決”したり、“手伝うこと”
なら何でも良いんだということに気が付いた。 
役に立つとは、「おいしかった」、「うれしい」、

「良かった」、「助かった」など、「ありがとう」と
言ってもらえるような人間になることだったと遅
蒔きながらようやく気付くことができた。 
目指すべきものは、どんな「仕事（職業）」に

就くかということではなく、どんな「人」になるか

ということだった。たくさんの人の役に立てるこ
とができれば、収入は後からやってくる。 
お金のために働くのではなかったのだ。 
そこからは、大学で学んでいる心理学と精神

医学の研究を続けて研究者になることを目指
すことにしたのだった。 
先輩から、「あまり人の役に立たない学問だ

と思う」と言われたけれど・・・（次号につづく） 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

生徒会長 上山 晃史郎 

生徒会副会長 田中 琥聖 

生徒会書記 梨本 紗雪 

 
   ２日（月） 
  ３日（火）   新入生入学説明会 
   ４日（水）   PTA三役・部長会、PTA理事会 
 ６日（金）   生徒会専門委員長立会演説会 
 １０日（火）県内私立高校入試 
 習熟度テスト（１・２年） 
 １１日（水）建国記念の日 
 １３日（金）平和学習（１年） 
 １６日（月）公立高校２月入試 
 １９日（木）特別支援学校入試 
 ２０日（金）公立高校２月入試合格発表 
 ２３日（月）天皇誕生日 
 ２４日（火） 
 ２５日（水） 
 ２６日（木）   奉仕作業（３年） 
 ２７日（金）PTA三役・部長会、PTA理事会 
          特別支援学校入試合格発表 

２月の行事予定 

期末考査 

何のために働くのか？ その４ 
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